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坂井市　６年目のまちづくり
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債
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発
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衡

を
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り
ま
し
た
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　坂井市が誕生して６年目、
23年度の施政方針がまとまり
ました。
　経済不況など本市を取り巻く
財政環境は依然として厳しい中、
29の新規事業を盛り込むなど、
積極的なまちづくりを進めます。

311億6,500万円311億6,500万円

86億6,000万円86億6,000万円

102億3,600万円102億3,600万円

歳入（市の収入）歳出（市の支出）
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48.1%
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平成23年度

自主財源依存財源

市税
116億9,7009,700万円
市税
116億9,700万円

前年度比 2.4％

分担金および
負担金
7億8,2008,200万円

分担金および
負担金
7億8,200万円

繰越金
2億円
前年度比 1900％

使用料および手数料
4億2,600万円

前年度比 6.3％

地方交付税
73億円

前年度比 18.3％

国・県支出金
55億7,100万円

前年度比 0.9％

地方消費税交付金など
11億3,800万円前年度比 2.9％

前年度比 31.6％

前年度比 82.4％

前年度比 0％

前年度比 3.2％

前年度比 0.6％

前年度比 37.0％

前年度比 7.0％

前年度比 25.4％

前年度比 18.1％

前年度比 177.4％

前年度比 3.4％

前年度比 5.3％

前年度比 11.4％

前年度比 49.2％

前年度比 16.5％

前年度比 3.7％

前年度比 3.7％

前年度比 14％

前年度比 2.8％

前年度比 32.3％

前年度比 1.0％

地方譲与税
3億5,000万円

前年度比 8.1％

市債
33億6,800万円
市債
33億6,800万円

前年度比 3.3％

繰入金
6億700万円
前年度比 104％

財産収入など
16億2,600万円
前年度比 7.1％ 前年度比 0.5％

収益のない事業（福祉、教育、道路整備など基礎的な行政サービス）を行う会計で、主に市税（住
民税や固定資産税など）や地方交付税でまかなわれています。

一般会計

国民健康保険税など特定の収入があり、一般会計と分けて経理することで収支を明確にした会
計です。今年から老人保健特別会計が廃止となり、坂井市は2つの特別会計となりました。

特別会計

水道や病院など民間企業と同じように事業で収益をあげて運営している会計です。坂井市には
４つの公営企業会計があります。

企業会計

会計名 予算額 対前年度比

国民健康保険特別会計 79億9,000万円 1.4％

後期高齢者医療特別会計 7億9,600万円 3.0％

会計名 予算額 対前年度比

水道事業会計 23億1,300万円 △0.8％

公共下水道事業会計 58億5,600万円 7.9％

農業集落排水事業会計 1億4,100万円 15.9％

病院事業会計 23億8,700万円 1.3％

23年度

坂井市予算坂井市予算坂井市予算坂井市予算
330億6,500万円
一般会計

106億9,700万円

525億4,800万円

企業会計

87億8,600万円
特別会計

一般会計　330億6,500万円

【目的別】【性質別】

行政運営に
総務費  31億5,900万円

議会費    3億5,400万円

諸支出金   　　400万円

予備費       　1,000万円

安心なまちに
消防費  13億7,200万円

経済や産業の発展に
農林水産業費 12億100万円 

商工費   9億8,200万円

労働費    1億7,000万円
借金の返済に
公債費  35億5,900万円

一部事務組合や各種
団体への補助金など
補助費等
　62億4,600万円

道路や歩道、学校改修
などの工事にかかるお金
普通建設事業費
   32億2,600万円

借入金の返済にかかるお金
公債費  35億5,900万円

子ども手当や医療費
助成など主に福祉・医療
にかかるお金
扶助費  57億4,500万円

職員給与など
人にかかるお金
人件費  57億2,400万円

福祉・保健・医療に
民生費  103億6,800万円

学校・生涯学習に
教育費  55億9,000万円

道路・公園の整備に
土木費   27億600万円

委託料や施設の維持
管理などにかかるお金
物件費
   55億7,800万円 清潔なまちに

衛生費  35億9,000万円

特別会計の運営などに
対するお金
繰出金  22億3,400万円

その他
貸付金・維持補修費、
積立金など　 7億5,300万円

坂井市の予算を家計簿に例えると？坂井市の予算を家計簿に例えると？
23年度の一般会計予算を月収50万円（年収600万円）の家庭に例えて、1カ月分の家計簿を作ってみました。

給料（市税） 176,900円

55,100円

217,100円

50,900円

192,300円

48,300円

209,500円

49,900円

23年度毎月の収入 22年度

借金（市債）

パート収入
（使用料・手数料など）

手当て・臨時収入
（地方交付税・国県支出金など）

【メモ】

　景気がなかなか回復せず、給料がまた減りそうで

す。食費を切り詰めたものの、医療費は引き続き増え

そうです。借金の返済も待ってはくれません。さらに

家の傷みも目立ち、修理にもお金がかかりそうです。

　そこで、子どもへの仕送りを少し減らし、それでも

足りない分は借金を少しだけ増やしたり、貯金を取

り崩したりして、なんとかやりくりすることにしま

した。

合計 500,000円

食費（人件費）

医療費（扶助費）

借金返済（公債費）

86,600円

86,900円

84,400円

2,100円

137,500円

48,700円

53,800円

97,000円

78,100円

86,900円

1,400円

159,100円

18,200円

59,300円

23年度毎月の支出 22年度

光熱費・被服費
（物件費）

車や家具の修理代
（維持補修費・予備費）

子どもへの仕送りなど
（繰出金・補助費・貸付金・積立金）

家の増改築
（普通建設事業費）

合計 500,000円

収
　
入 支

　
出

一般会計
330億6,500万円
一般会計

330億6,500万円

177億2,700万円
（53.6％）

153億3,800万円
（46.4％）
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1
総合
計画

施策の
　　ポイント 　「まちづくり協議会」の活動が本格的に。協働の在り方について検討していく

とともに、事務的な支援や運営・活動経費を支援します。また、「市行政改革大綱」
に基づく改革にも引き続き取り組み、職員数の適正化や公共施設の見直しなど、
効率的な行政運営を実践していきます。

　市制５周年を祝い、市の花、木、鳥のシンボルデザインの
発表や基調講演、サクラ苗木の配付、NHK公開録音などを
実施し、市のさらなる飛躍の足がかりとします。

住民とともに育むまちづくり

★市制施行5周年記念事業に 500万円

　老朽化の進んでいる長さ15m以上の橋について、修繕計
画を立てるための詳細な点検を行います。

★橋の長寿命化計画の策定に 1,560万円
　4月からリニューアルした市ホ
ームページ。キッズページや文字
の音声読み上げなど、全ての人に
分かりやすく市の情報をお知ら
せできるよう運用していきます。

ホームページの運営に 391万円

　上安田八丁線や福島江留上線などの歩道整備、道路拡幅
を進めます。

広域道路の整備に 1億4,810万円

　24年度からの総合計画後期5年間の基本計画策定に向
けて、市民満足度アンケート調査を実施します。

★市民満足度の調査に 52万円

　皆さんから募った寄付金をもとに、各地域自治区の特色
を生かす事業に取り組みます。
　・三国祭の保存伝承事業（三国地域自治区）
　・古城まつりグレードアップ事業（丸岡地域自治区）
　・さかいマイロード事業（坂井地域自治区）

★寄附市民参画基金事業に 613万円

　固定資産税や軽自動車税、市県民税、国民健康保険税の
納付書をコンビニエンスストアで納付できるようにします。
（11月からを予定）

☆市税のコンビニ収納に 541万円

　第二次行政改革大綱や公共施設マネジメント白書の作
成を進めます。

☆行政改革の推進に 615万円

★新たな出会いの応援に 100万円

　
市
の
財
政
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で

す
が
、
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
、「
選
択
と

集
中
」に
よ
る
事
業
の
重
点
化
を
図
り
ま
し
た
。

　
み
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こ
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ふ
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さ
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〞
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た
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、
「
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」
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に
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開
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少
子
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、
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育
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。

　
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
に
も
引
き
続
き

取
り
組
み
、
観
光
の
進
展
に
も
つ
な
が
る
よ

う
、
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

重重
　23年度の主な事業を、

「坂井市総合計画」の8つ

の柱ごとに紹介します。

　★は新規事業

　☆は拡充事業　です。

2
総合
計画

施策の
　　ポイント 　ホームページをリニューアルするなど、より住民が情報を得やすい環境づくり

を進めます。また、計画的な土地利用の推進や、市内の一体性・連携の強化を図
るための骨格となる広域道路網の整備にも引き続き着手していきます。

多様な都市活動を支えるまちづくり

主な事業

主な事業

　晩婚化や未婚化対策として、新た
な出会いの場を提供します。また、「婚
活サポーター」を通じて、男女の縁
結びを促します。

3
総合
計画

施策の
　　ポイント 　農林水産業は、生産調整の推進や農業環境保全、水産資源の確保に努めます。

労働・商工業については、従来の振興策を引き続き実施していくことに加え、特
に中小企業者の育成や雇用の支援を推進します。

　優良農地の維持や確保を目的に、これまで旧町ごとに実
施してきた農業振興地域整備計画を統一。改めて計画を策
定します。

地域の活力を創造するまちづくり

★農業振興地域整備計画の策定に 840万円

　災害時の迅速な情報の伝達や
人命や財産の安全を図れるよう、
三国町内25カ所に防災行政無線
を整備します。

★防災行政無線の整備に 1億2,013万円 コミュニティバスの運行に 9,573万円

えちぜん鉄道の支援に 5,587万円

　昭和56年5月31日以前に建てられた木造住宅の耐震診
断費用や改修費用の一部を補助します。

木造住宅の耐震診断・改修に 468万円

　昨年度調査した空き家データを基に、その実態を把握し、
防災・防犯対策を講じたり、有効活用したりするための台
帳を整備します。

★空き家台帳の作成に 180万円

　長年の堆積で硬化した底土をかくはんし、ホッコクアカ
エビ（アマエビ）やアカガレイの生息環境を整え、水産資源
の持続的利用を促進します。

小規模漁場の保全に 2,975万円

　麦・大豆・そばのブランド確立のため、品質や収量の向上
を図ります。

転作の推進に 1億5,250万円

　有害鳥獣被害を未然に防ぐための経費を拡充します。

☆有害鳥獣の捕獲に 109万円

積極的な雇用創出に 8,012万円

4
総合
計画

施策の
　　ポイント 　近年の大規模化する自然災害や都市型災害などに迅速に対応するため、総合的

な防災対策を図ります。また、複雑多様化する悪質商法や多重債務などの相談に
対応するため、引き続き、一元的な相談窓口の強化に取り組みます。ほかにも、
通学路などの身近な道路の整備や、公共交通機関充実のための支援を行います。

安全で快適な暮らしを支えるまちづくり

主な事業

主な事業

　経済不況に伴う雇用対策として、緊急雇用創出事業を推
進し、156人の新規雇用を確保します。

農業用水のパイプライン化に 1億3,186万円
　国営のパイプライン化事業に合わせ、下流域の用水路を
パイプライン化し、農業の効率性を高めます。

中小企業者の支援に 4億6,300万円
　中小企業経営者に運転資金や設備資金、開業資金を融資
し、事業活動の促進、育成を図ります。

松くい虫の防除に 2,648万円
　松くい虫の被害拡大防止と森林環境の保全再生に向け
て取り組みます。

三国湊の景観維持に 7,090万円
　三国湊町の伝統的な建物を大切にし、次代に引き継いで
いけるような景観まちづくりを進めます。

丸岡城西側の整備に 1,865万円
　丸岡城西側広場の整備や、道路の改良を行います。

消費者行政の推進に 398万円
　相談窓口を強化し、市民の消費生活自立を支援します。

配備される防災無線（同型）

▲日常生活での市民や交通弱者の移動手段を確保

▲

坂井市　６年目のまちづくり
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坂井市　６年目のまちづくり 坂井市　６年目のまちづくり

5
総合
計画

施策の
　　ポイント 　“環境都市さかい”の推進のため、「市環境基本計画」や「市一般廃棄物処理

基本計画」に基づいた施策を進めていきます。
　地域や環境保全団体などが連携して行う活動を支援し、省エネや公害対策など
にも積極的に取り組んでいきます。

　市の施設の省エネルギー化を推進するため、省エネ診断
や設備調査、中長期計画書の作成などを行います。

美しい自然と共生するまちづくり

★公共施設の省エネ推進に 217万円

　特定疾患見舞金の対象範囲を拡大し、小児慢性特定疾患
患者へも見舞金を支給します。

★特定疾患患者の生活支援に 383万円
　緊急雇用創出事業臨時特例基金を活用して、生活困窮者
に対し、就労支援などを行います。

★生活困窮者の就労支援に 357万円

　中学校を卒業するまでの子ども一人につき月額13,000
円を支給します。（10月以降は未定）

子ども手当に  22億6,473万円

　三国南保育所と三国中央保育所を統合した民間保育所
施設（新設）への補助です。

★私立保育所施設の整備に 1億6,832万円

　これまでのがん検診に加え、働く世代の指定年齢者を対
象にした無料大腸がん検診を実施します。

☆がん検診に  5,135万円

★多子世帯の子育て支援に 4,275万円

2億4,961万円

　環境保全型農業を取り組む農家に、補助金を交付します。

★環境保全型農業の支援に 300万円

ごみの収集・リサイクルに

　大気や水質、臭気などの環境状況や事務所の立ち入り調
査を実施し、公害を未然に防ぎます。

☆公害対策の強化に 763万円

★ソーラーパネル付LED街路灯の設置に 105万円

6
総合
計画

施策の
　　ポイント 　予防接種の充実や、健康診断・がん検診などの受診率向上を図ります。

　保護者の保育ニーズに的確に対応するよう、計画的に保育所の民営化を推進す
るなど子育て環境を整え、安心して生み育てられる環境づくりを進めます。

誰もが笑顔で暮らせるまちづくり

主な事業

主な事業

　太陽光などの新エネルギーの利用や、LED照明などの省
エネルギー製品の普及啓発を図るため、ソーラーパネル付
LED街路灯を設置します。

7
総合
計画

施策の
　　ポイント 　昨年度に策定した「市教育振興基本計画」に基づき、子どもたちが自分らしさ

を発揮し、未来に対して夢を持つことのできる教育環境を整備します。
　地震に備えた耐震補強工事や生涯学習施設の整備、市内の芸術・文化活動の振興
を図ります。

生涯を通じて学び・育つまちづくり

小学校の耐震改修に 2,152万円

　竹田地区に「緑のふるさと協力隊員」を招き入れ、地域に
住みながら農業などの地域活動に従事して、地域の活性化
に貢献してもらうとともに、地域住民の元気を引き出して
いきます。

★「緑のふるさと協力隊」の招へいに 286万円 「シダレザクラの里」観光地化に 2,928万円

★学生合宿の宿泊補助に 500万円

　市内の風景などをテーマとした写真コンテストを開催し、
多くの写真愛好家などを集客します。また、応募作品は市
のPRに広く活用します。

★地域資源の新たな発掘に 90万円

　三国節を取り入れた「三国湊帯のまち流し」を新たな観
光集客事業として、まちなか観光の推進を図ります。

★「三国湊帯のまち流し」の補助に 150万円

　中学生を英国に派遣し、ホームステイや授業参加を通し
て異文化を体験することで、国際的な視野を持つ人材を育
成します。

国際交流派遣に 916万円

　読書普及のイベントを開催し、子どもたちに絵本や本を
読む楽しさを伝えます。

★子どもの読書活動推進に 50万円

　中学校施設整備計画に基づいて、坂井中学校の耐震補強
改修工事などを行います。

☆中学校の耐震改修に 14億1,315万円
　市役所丸岡庁舎を高椋公民館が入る複合施設に改修します。

☆高椋公民館の整備に 5億6,446万円

8
総合
計画

施策の
　　ポイント 「市観光ビジョン戦略基本計画」に基づき、多くの関係団体とのネットワークを

築きながら、観光資源の有効活用、体験型観光メニューの創造、人材育成などに
努め、"地域ブランド力"を高めます。

地域全体でもてなすまちづくり

主な事業

主な事業

幼稚園の耐震診断に 559万円
　幼保一元化後も使用予定の幼稚園の耐震診断を行います。

　22年度に整備した竹田水車メロディーパークを中心に、
同地区一体の観光エリア化を進めます。

　県外からの学生合宿に対し、宿泊費の一部を助成します。

▲シダレザクラの植樹や、隣接する旧竹田保育園を整備

▲1階には丸岡総合支所と公民館事務所、2・3階には公民館、4階に
　は文化ホール（255席）を併せ持ちます。9月末に完成予定
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計
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計
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／
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／
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／
公
共
交
通
計
画
／
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／
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／
農
村
環
境
計
画

平
成
20
年
度

食
育
推
進
計
画
／
障
害
福
祉
計
画
／
観

光
ビ
ジ
ョ
ン
戦
略
基
本
計
画
／
子
ど
も

の
読
書
活
動
推
進
計
画

平
成
20
〜
21
年
度

 

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

平
成
21
年
度

次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計
画
／
バ

イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
計
画
／
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画

 

 
平
成
22
年
度

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
／
教
育
振

興
基
本
計
画
／
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計

画
平
成
23
年
度（
予
定
）

施
設
運
営
白
書
／
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画

　
経
済
成
長
の
鈍
化
や
合
併
優
遇
措
置

の
期
限
切
れ
な
ど
、
今
後
も
厳
し
い
財

政
状
況
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、「
坂
井
市
１
０
０

の
改
革
」
の
方
針
に
基
づ
い
た
人
件
費

の
抑
制
や
事
務
事
業
・
公
共
施
設
の
見

直
し
な
ど
の
行
政
改
革
を
、
引
き
続
き

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

 

市
債
の
発
行
や
財
政
調
整
基
金
に
頼

ら
な
い
、財
政
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健
全
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指
し
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市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
一
丸
と
な
っ
て

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　多子世帯の子育て支援の
充実を図るため、第3子以降
の小学校就学前のお子
に対し、市内の事業所

く支援商品券」を支給し
（年間5万円分）



　
嶺北消防本部が整備を進めていた高機能消防指令

センターが完成しました。119番発信場所を瞬時に

特定し、消防車両のナビゲーションシステムに現場

までの最短ルートなどを表示できるシステムを導入。

出動指令や車両の手配といった初動態勢が大幅に強

化されるなど、より迅速かつ的確な災害対策が可能

となりました。3月14日から運用開始。

3月13日（日）
ジアでも元気な国
ベトナムについて学習

　
災害時における応急対策業務の充実を図るため、

市は県内15の事業所でつくる県下水道管路維持協

会と災害協定を締結しました。協定は、災害時に市の

要請に基づき、同協会が上下水道管路施設の復旧に

関し、迅速な応急対策活動を実施するもの。同協会の

酒井典康会長は「災害調査や応急処置など、有事の際

は最大限の支援をしていく」と話していました。

下水道設備の迅速な復旧を
管路協と災害協定締結 3月11日（金）

3月5日（土）
・6日（日）

者の力で地域を元気に
ネットを活用したまちづくり

ア
地域の国際交流と外国人の支援を目的に活動する

「インターナショナルさかい」による世界文化紹介

講座が、東十郷公民館で開かれました。講師で福井

大学留学生のブ・アン・ドック・ツさんが、ベトナム

社会主義共和国の歴史や文化、料理などを紹介。参

加者はアンさんの話を通してベトナムと日本の相違

点や共通点にふれ、国際理解を深めていました。

3月11日（金）
井市の教育羅針盤”
教育振興基本計画を答申

令や出動が迅速に
高機能指令システムが稼働 3月5日（土）指上

　
本市とあわら市の農業者や猟友会員など約50人が、

市役所三国総合支所でアライグマの捕獲法などを学

びました。この講座は、アライグマによる農作物へ

の被害を未然に防ごうと、捕獲できる農業者などを

養成するもの。参加者は、県内被害の現状や個体数

が増えないよう早めに捕獲することの重要性、捕獲

時の注意などについて熱心に学んでいました。

物をアライグマから守れ！
市民が捕獲法などを学ぶ 3月19日（土）作

▲熱心に受講する参加者

若
第8回地域SNS全国フォーラムin坂井が開幕、全体会がみくに文化未来館で開

かれました。SNS利用者など全国から約160人が参加。事例発表などをとおして、

SNSの特長を生かしたまちづくりの在り方を探りました。山川修・同実行委員長

は「地域のために何かしたいという思いがつながるのがSNS。若者や女性の力に

期待したい」と話していました。

また、2日目にはナホトカの重油事故を例に挙げた「災害支援でのSNSの役割」や、

「地域で生かす女子力」など、４つの分科会を開催。さまざまな意見や活発な議論

が交わされる中、地域SNSの役割を参加者が共に考えていました。

▲現場と通信する情報が、92インチのモニターにリアルタイムに
映し出される、高機能消防指令センター

▲喜夛正之教育委員長に計画を答申する、同委員会の長谷川義治

委員長と太田朗夫副委員長

▲協定書を手にする市長と酒井会長

▲市役所本庁で行われた出発式で、輸送を指示する坂本市長

▲情報伝達手段が乏しかった当時
と比較して、SNSの活用方法を探っ
た災害分科会

▲えちぜん鉄道の車内で行った、一
風変わった分科会も

「出会い系ではなく出
会った系。情報よりも
気持ちを共有できる」。
SNSが若者と地域を結
びつけるツールになっ

た事例を発表した虎岩

雅明さん（千葉県）

グループディスカッ
ションで活発に発言し
あう参加者

「わいわｅ-ねっ
とさかい」のユー
ザーが手作り
したメッセー
ジボードに見
入る人も

参加した「あし
あと」を―。飛
び入りでメッ
セージを書き
入れる県外か
らの参加者

やま  かわおさむ

とらいわ

まさあき

“坂
市教育振興基本計画策定委員会の答申を受け、市

は坂井市教育振興基本計画を策定しました。同計画

は、教育の分野で市が取り組むべき具体的な計画を

定め、市が目指す教育の在り方を明確にするもの。

計画期間は23年度から27年度までの5年間で、「豊

かな心と生きる力を育み、未来を拓く都市づくり」

を基本目標に、教育施策を進めていきます。

き　た  まさゆき は   せ  がわよしはる

おお た  あき お

▲ベトナム独自の伝統文化芸術

「水上人形」などを紹介するア

ンさん「アライグマは繁

殖力が高く、早め

の対策が必要」と、

講師で関西野生

生物研究所長の

川道美枝子さん

さか  い　のり やす

かわみち み   え   こ

　
東北地方太平洋沖地震の発生を受け、本市とあわ

ら市は共同で、被災地へ救援物資を送りました。本

市からカセットコンロ100台、カセットボンベ500セッ

ト、非常食1,600食、毛布150枚、やかん110個を、

あわら市から飲料水や簡易トイレセットなどを調達。

運搬のため、本市職員4人とあわら市職員1人が、被

災した宮城県仙台市へ出発しました。

災した宮城県仙台市へ
救援物資を輸送 3月13日（日）被

ひら ま　 ち

フォーカス

フォーカス

まちの話題をお届けします。
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▲完成し、正面玄関に掲げられた看板を眺める春江中美術部生徒と
地元住民ら

▲青空に響き渡ったチャイムの音色と子どもたちの歌声

▲チャイムは真ちゅう製のパイプをハンマー
で叩き、メロディーを演奏する仕組み

▲「竹田じょんころ」「シダレザクラ」など、竹田地
区の風景や民謡が同校美術部と地元小学生によっ
て掘り込まれたチャイム本体のレリーフ

▼演奏に合わせて木彫りの動物が動いたり、イ
ルミネーションが点灯したりなど、目を楽し
ませる細かい仕掛けも

3月27日（日）
あいに響き渡る澄んだ音色
「たけだの響」がついに完成山

自動演奏チャイム「たけだの響」の完成式が、竹田水車

メロディーパークで行われました。地元住民や関係者など、

約400人が出席。チャイムの音色に合わせ、シンガー・ソ

ングライターのヒナタカコさんと地元小中学生が「僕た

ちの景色」を歌い、共に完成を祝いました。チャイムは春

江工業高校の生徒や教員が約1年をかけて製作したもので、

30分ごとに「春が来た」「さんぽ」など9曲を演奏。水車に

続く“呼び水”の登場で、竹田地区のさらなる活性化が期

待されます。

3月29日（火）
ちづくり協議会が看板制作
「夢」と「宝」が掲げられるま　

より多くの人にまちづくり活動に参加してもら

おうと、春江西部地区まちづくり協議会は春江西公

民館に大型看板を設置しました。看板は、「夢のあ

るもの」をテーマに春江中学校美術部に依頼し、約

1カ月をかけて制作されたもの。地区内の史跡や文

化財が一望できる「宝さがしマップ」も併せて設置し、

今後まち協のイベントなどで活用していきます。

▲同施設は41キロリットルのし尿と汚泥を一日に処理。建設費は
約12億円

▲初春の心地よい風を浴びながら、目に飛び込む自然景観などを
堪能したツーリング

▲「大きくなって」と願いを込めながらクロマツを植える参加者

　
環境負荷の少ない自転車の良さを体験してもらお

うと、みどりの自転車まちなかステーションは「春ツー

リングin三国」を行いました。25人が参加し、県民

の善意で寄贈された「みどりの自転車」に乗って三

国町内をツーリング。美しい海岸線や町並みを通り

ながら、雄島や東尋坊といった名所を巡る25kmのコー

スを心地よく走り抜けていました。

3月26日（土）か
福井放送（FBC）が3年前から取り組む、福井の

自然や文化、人を継承する活動「ずーっと、福井で。」

の一環で、県木“松”の苗木300本を海浜自然公園

の一角に植樹しました。県内の親子連れなど150人

が参加。三国地区造園協会の指導を受けた後、高さ

40cmほどの松くい虫に強い抵抗性クロマツの苗木

を、一本一本丁寧に植えていました。

つての姿を取り戻そう
抵抗性クロマツを植樹

法の言葉を広めよう！
あいさつ看板を設置 3月24日（木）

▲あいさつ看板は、各学校の児童玄関前などに1基ずつ設置

3月22日（火）

設備の老朽化に伴い、坂井地区環境衛生組合が坂

井町今井に建設を進めていた坂井地区の汚泥再生処

理施設「さかいクリーンセンター」が完成し、竣工

式が行われました。同施設では、これまで焼却処分

してきた汚泥を堆肥化することで、有機性肥料とし

て再利用できるようになりました。臭気や外観にも

配慮し、周辺環境に調和したものとなっています。

かいクリーンセンター」が完成
汚泥堆肥化で循環型社会にも一役

どりの自転車」にまたがって
春の三国をツーリング 3月20日（日）「み

ひびき

「さ

魔
青少年育成坂井市民会議から市内24の各小中学

校へ、あいさつ看板が寄贈されました。看板は、同

市民会議の委員が地域に賛助を呼びかけ、集まった

資金で制作したもの。同会議の末永慶一会長は「子

どもたちのために何か少しでもできることをという

思いで看板を作った。これからも笑顔であいさつを

し、元気を見せてほしい」と話していました。

すえ なが  けい いち

しゅんこう

3月19日（土）
史的背景を知る糸口
古い地元紙の価値を再認識

▲「古い新聞は歴史を語る貴重な資料。家などにあればぜひ一報を」
と呼び掛ける平野さん

歴
かつて三国町などで発行されていた地方紙を広く知っ

てもらおうと、みくに龍翔館で郷土歴史研究講座が

開かれました。『みくに新聞』の前史で明治時代発刊

の『三国実業週報』や、市内の民家に保管されていた

新聞などを題材に、市文化財保護審議会委員の平野

俊幸さんが講演。発行頻度や話題の変化などを通し

て時代背景がうかがえる新聞の意義を訴えていました。

ひら   の

とし ゆき

フォーカス

まちの話題が満載の「フォーカス」は、市のホームページ（ 　http://www.city.fukui-sakai . lg. jp/ ）からもご覧

いただけます。ホームページでは“ホット”な話題を随時公開。また、上記以外の話題も紹介しています。

11 4月号広報 104月号広報
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市役所からのホットなニュースとインフォメーション

市民の皆さんの生活に直結する制度や
イベントを紹介するコーナーです。

申し込み・問い合わせは、

学校教育課（　50-3161）へ。

●問い合わせ　環境推進課　50-3032

市
議
会
定
例
会
が
３
月

３
日（
木
）か
ら
25
日（
金
）

ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
一
般
・
特
別
お
よ
び
企
業
会
計

の
22
年
度
補
正
予
算
や
23
年
度

当
初
予
算
、
条
例
の
制
定
や
一
部

改
正
な
ど
20
議
案
を
審
議
し
、
可

決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
坂
井
市
議
会
議
員
の
議

員
報
酬
の
特
例
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
な
ど
発
議
３

件
を
可
決
、
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

主
な
議
案

▽
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

▽
市
東
尋
坊
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▽
三
国
南
小
学
校
南
校
舎
耐
震

補
強
工
事
（
建
築
工
事
）
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

主
な
補
正
予
算

▽
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
設
置
促

進
事
業
　
　
　 

７
０
０
万
円

▽
織
物
新
製
品
開
発
対
応
機
器

導
入
促
進
事
業 

１
２
０
万
円

▽
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
の
里
観
光
地

化
事
業
　
　
　
１
３
７
万
円

▽
適
応
指
導
教
室
拠
点
化
充
実

事
業
　
　
　
　 

１
９
０
万
円

健
康
で
生
き
生
き
と
し

た
豊
か
な
人
生
を
過

ご
し
て
も
ら
う
た
め
、

市
で
は
、人
間
ド
ッ
ク
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

実
施
期
間

　
５
月
２
日（
月
）〜

　
　
　
24
年
２
月
29
日（
水
）

申
込
期
限

　
11
月
30
日（
水
）

申
込
方
法

①
各
総
合
支
所
市
民
課
ま
た
は
保

険
年
金
課
で
受
診
申
請
書
を
提

出
②
後
日「
人
間
ド
ッ
ク
受
診
券
」が

届
く

③
希
望
す
る
医
療
機
関
に
直
接
申

し
込
む

※
受
診
時
に
は
、保
険
証
と「
人
間

ド
ッ
ク
受
診
券
」が
必
要

ご
注
意
く
だ
さ
い

・
23
年
度
か
ら
、
人
間
ド
ッ
ク
の

助
成
は
２
年
に
１
回
と
な
り
ま

す
。
前
年
度
に
助
成
を
受
け
た

人
で
健
康
診
断
を
希
望
す
る
人

は
、
集
団
健
診
や
各
医
療
機
関

で
の
個
別
健
診
で
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

・
特
定
健
診
と
人
間
ド
ッ
ク（
脳
ド
ッ

ク
を
含
む
）
の
重
複
受
診
は
で

き
ま
せ
ん

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類
の
分
別
収
集
が
始
ま
っ
て
４

年
。
毎
年
、
市
内
の
家
庭
や
事
業
所
か
ら
約
３
３
０
ト
ン

の
プ
ラ
ご
み
が
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
排
出
さ
れ
た
プ
ラ

ご
み
は
、
左
図
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て

い
ま
す
。

3月定例会　
3,995万円を補正

臨時職員を募集

みんなエコプロになろう
リサイクルの流れ①【プラスチック製容器包装類】

● 問い合わせ　議会事務局　50-3001

国民健康保険
人間ドックは５月から受診できます

● 問い合わせ　保険年金課　50-3031

下
水
道
管
に
、掃
除
用
モ
ッ
プ
や

パ
ン
ツ
、
タ
オ
ル
、
紙
お
む
つ

な
ど
が
流
さ
れ
、マ
ン
ホ
ー
ル

ポ
ン
プ
の
故
障
の
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
下
水
処
理
施
設
は
、
何
で
も
処
理
で
き

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
故
障

な
ど
の
発
見
が
遅
れ
、
マ
ン
ホ
ー
ル
や
宅

地
内
か
ら
汚
水
が
あ
ふ
れ
る
と
、
周
辺
の

皆
さ
ん
に
大
変
な
迷
惑
が
か
か
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
故
な
ど
を
起
こ
さ
な

い
た
め
に
も
、
下
水
道
の
適
正
な
使
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

流
し
て
は
い
け
な
い
も
の

▼
水
に
溶
け
な
い
も
の
（
野
菜
く
ず
、
紙

お
む
つ
、生
理
用
品
、布
類
、テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
、
木
片
、
ガ
ム
、
タ
バ
コ
の
吸

い
殻
な
ど
）

　
下
水
道
管
が
詰
ま
っ
た
り
、
ポ
ン
プ
場

の
故
障
の
原
因
と
な
っ
た
り
、
下
水
処
理

場
の
機
能
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

▼
燃
料
（
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
・
軽
油
な
ど
）

や
揮
発
性
の
高
い
危
険
物
（
シ
ン
ナ
ー

な
ど
）

　
処
理
機
能
の
低
下
や
爆
発
な
ど
、
重
大

な
事
故
と
な
り
ま
す
。

▼ 

農
薬
、殺
虫
剤
な
ど
の
薬
品

　
下
水
処
理
場
の
微
生
物
に
影
響
を
与
え
、

放
流
水
質
に
影
響
が
で
ま
す
。

詰まったら大変なことに！
下水道は正しく使って

● 問い合わせ　維持課　51-9102

●問い合わせ
　学校教育課

 △4,239万円
(344億1,215万円)

 6,166万円
(87億3,729万円)

 2,068万円
(102億8,764万円)

 3,995万円
(534億3,708万円)

3月補正予算
(　)内は補正後の額　千円以下は四捨五入

一般会計

特別会計

企業会計

合　計

福井市内の事業所で、物流用パレットや一般生活用品、建築資材などにリサイクルされます

※健診結果（個人情報）については医療機関からの提供を受けますが、保健（訪問）指導以外の目的で使用することはありません
※75歳以上（後期高齢者医療保険加入者）の人間ドックについては、広報さかい5月号でお知らせします

三 国

三 国

丸 岡

丸 岡

丸 岡

春 江

あわら

福 井

福 井

福 井

福 井

福 井

福 井

福 井

福 井

82-0480

82-1002

67-3777

66-1054

67-1120

51-0029

73-3323

25-8260

28-8513

25-2206

36-3667

54-5660

57-2920

24-3310

41-7130

 12,000 12,000 32,000 32,000 9,000 9,000 38,000 38,000 60,000 60,000

 12,000 12,000 30,000 30,000 6,000 6,000 20,000 20,000 30,000 30,000

     9,000 9,000

 11,500 11,000

 9,500 9,500   10,250 10,250 27,750 27,750

 13,000 13,000 30,000 30,000 9,000 9,000 28,000 28,000 45,000 45,000

 12,900 12,900 29,850 29,850

 11,000 12,500 34,050 34,050   36,000 38,500 64,050 64,050

 13,365 13,365  38,315 41,315 13,315 13,315 50,115 50,115 75,065 78,065

 11,750 14,100 30,900 38,250 12,000 17,350 38,750 46,100 62,900 70,250

 13,155 16,305 35,835 35,835   44,655 47,805 67,335 67,335

 13,050 16,200 35,100 35,100

 13,050 16,200     43,050 46,200

 8,500 8,500 13,000 13,000

 12,900 12,900 30,900 30,900 11,750 11,750 39,300 39,300 58,725 58,725

所在地 医 療 機 関 名 TEL

市 立 三 国 病 院

宮 　 病 院

中瀬整形外科医院

ヒ ガ シ 内 科 医 院

藤田神経内科病院

春 江 病 院

木 村 病 院

福井総合クリニック

済 生 会 病 院

労働衛生センター

福 井 赤 十 字 病 院

福 井 循 環 器 病 院

福 井 県 立 病 院

光陽生協クリニック

福 井 厚 生 病 院

1日人間ドック

男　性 女　性

2日人間ドック

男　性 女　性

脳ドック

男　性 女　性

併用①（1日Dと脳D）

男　性 女　性

併用②（2日Dと脳D）

男　性 女　性

◇医療機関・健診の種別と個人負担金一覧

資格

期間

勤務

給与

勤務地

人員

締切

5月2日（月）

　　　～24年3月31日（土）

1日8時間

週5日

8:00～15:00

（休憩1時間）

週5日

月額147,200円 時給900円

幼稚園教諭 幼稚園補助教諭

1人 1人

幼稚園教諭

4月25日（月）

春江幼稚園

市民

商品提供

特定事業者
（食品製造メーカー）

特定事業者
（プラ容器の製造メーカー）

再商品化事業者
（リサイクル事業者）

坂井市

引取契約

指 定 法 人
日本容器包装リサイクル協会

使用後の容器
包装を分別収集

識別マーク
を目安に
分別排出

指定保管施設に集められたベール品の引き渡し
（＊工場への運搬は再商品化事業者が行う）

再商品化製品
利用事業者に
よる利用製品
の製造

再商品化費用の支払
（義務履行）

再商品化費用の支払
（義務履行）

委託費用の支払

再商品化
製品販売

容器納入

￥

￥

￥

競争入札

スナック菓子の袋
など裏面がアルミ
コーティングされ
たものも「プラごみ」
として出せます
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市役所からのホットなニュースとインフォメーション

まちの話題をお届けします。

「観光地丸岡城」を全国に発信する事業

　観光案内を積極的に行うため、観光ボランティ
アガイドを育成。ゆるキャラ着ぐるみによる
PR隊を結成します。歴史と文化の都市「坂井
市丸岡城」を全国に発信します。

歴史と文化の薫るまちづくり事業

　効率的に名所・旧跡・観光施設などを訪れ
ることができるよう、統一したデザインの案
内説明板を設置します。案内冊子やマップな
ども充実させ、積極的な情報発信をします。

ゆりの里グレードアップ事業

　開園10年目にあたり、にぎわいをさらに創
出する環境づくりとして、四季を通じて楽し
める樹木を植樹。遊具も設置するなど名所と
してのグレードアップを目指します。

さかいマイロード事業（継続）

　交通弱者が安心して道路を横断できるよう、
安全標語を掲げたモニュメントを主要交差点
に設置、ドライバーへの意識を啓発します。

「寄付」の形でまちづくりに参画を
新しい政策メニューに寄付を募集

● 問い合わせ　企画情報課　50-3013

政策メニューと内容 目標額

400
万円

430
万円

700
万円

300
万円

150
万円

185
万円

300
万円

▲中島選手に市長から感謝状

賞金王・中島選手から寄付
3月8日

　三国町出身で昨季のボートレー

ス年間賞金王に輝いた中島孝平選

手から、市に300万円の寄付があり

ました。中島選手は昨年のSG第25

回賞金王決定戦で初優勝し、賞金王

のタイトルを獲得。三国観光ホテル

で行われた祝勝会の席上で贈呈式

が行われ、「地元の発展に役立てて

ほしい」と、中島選手から市長に寄

付金が手渡されました。

▲目録を市長に手渡す森安さん（中央）

レジ袋削減で収益を寄付
3月23日

　福井県民生活協同組合の店舗「ハー

ツはるえ」から、3万円の寄付をいた

だきました。レジ袋の無料配布を

21年8月から中止したことによる

収益金の一部で、同組合員の森安裕

子さんから市長に目録が手渡され

ました。寄付金は、寄附による市民

参画条例により「環境対策に関する

事業」に充てられます。

なか じま  こう へい

もり やす  ゆう

こ

寄
付が目標額に達すれば、事業が実現します。皆さんの声から生

まれた政策メニューに、ぜひ寄付を。寄付の方法など詳しくは、

市ホームページ http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/ で。

【協働のまちづくりに関する事業】

みんなでこどもの安全を見守ります

　見守り活動を行うボランティアに、必要に応じて着衣
を支給。見守り隊の存在を印象づけるすることで、こど
もの安心感や交通安全効果を高めます。

【こどもの健全育成及び教育に関する事業】

「こども110番の家」などの表示を新設します

　「こどもかけこみ所」「こども110番の家」の表示デ
ザインを統一します。看板自体を大きくし、こどもたち
の安心感と犯罪防止につなげます。

【環境対策に関する事業】

公用車に電気自動車（EV）を導入します

　環境への負荷を低減するため、公用車に電気自動車を
導入。環境保全への啓発とCO2削減に貢献します。

【
地
域
自
治
区
の
特
色
を
生
か
す
事
業
】

三
　
国

丸
　
岡

春
　
江

坂
　
井

● 問い合わせ　生涯学習スポーツ課　50-3163

私たちが体育指導委員です！
市民の健康づくりをサポート

● 問い合わせ　市民生活課　50-3030

▲体育指導委員の
　　　　　  皆さん

体育指導委員とは
・スポーツ振興事業の企画などに協力し
ています
・地域において、スポーツやレクリエーショ
ン活動を実践しています
・スポーツに関する相談に応じています
・スポーツに関する意見や要望を施策に
反映しています

23年度の事業計画
　体育指導委員会では、23年度に下記の

事業を計画しています。事業実施前には

広報さかいなどでお知らせします。

　皆さんの参加をお待ちしています。

・ウオークラリー 　4月24日(日)開催
・ニュースポーツ教室 　10月開催未定

出前「ニュースポーツ」「マリン体操」教室
　ニュースポーツやマリン体操を優しく
教えます。一度体験してみてください。
希望する人は生涯学習スポーツ課まで。
■ニュースポーツ一覧
スティックリング、フレッシュテニス、ファ
ミリーバドミントン、キンボール、バウン
ドテニス、ターゲットバードゴルフなど

マリン体操を指導します
　座ってできる体操を新しく追加。誰で
も簡単にできますので、一緒に体操をし
ましょう。
■坂井チャンネルで1日5回放送
マリン体操は、坂井チャンネル（アナログ
29ch、デジタル092ch）で一日5回放送中。
ニュースポーツ競技も紹介しています。

■体育指導委員のメンバーは47人　気軽に声を掛けてください

三 国 町

丸 岡 町

春 江 町

坂 井 町

浜田悟(委員長）、佐藤紀男、免取巌、松　光男、白川恵美子、笹本博、西弘美、中島省三、加藤

洋一、岡田尚子、本多慎悟、大塚昌己、矢部泰隆

福沢与左ェ門(副委員長）、古谷輝美、野内義孝、田中裕子、高　マリ子、山崎忍、北山章子、海

道清美、玉澤良崇、筑後薫、石川敏章、前川慎太郎、吉田邦夫、有町清隆、武曽和明、小林宏和

川畑孝治（副委員長）、豊岡昭三、三寺政幸、牧田靖夫、平　さなえ、渡辺竜彦、畦地京美、末永

さち子、高間ひとみ、堀江美智留、石田薫

平田善幸（副委員長）、伊藤幸二、高橋雅之、竹内順子、石丸恵、岸本幸恵、川口博司

はま だ さとる

 ふく ざわ よ ざ え もん ふる たに てる み  の うち よし たか  た なか ゆう こ たか やなぎ   こ やま ざき しのぶ きた やま あき こ かい

どう きよ み たま ざわ よし たか ちく ご かおる いし かわ とし あき まえ がわ しん た ろう よし だ くに お あり まち きよ たか  む そう かず あき こば やし ひろ かず

かわ ばた たか はる とよ おか あき ぞう  み てら まさ ゆき まき だ やす お ひら はま わた なべ たつ ひこ あぜ ち きょう み すえ なが

ひら た よし ゆき  い とう こう じ たか はし まさ ゆき たけ うち じゅん こ いし まる めぐみ きし もと さち え かわ ぐち ひろ し

  こ たか ま ほり え み ち る いし だ かおる

ひろ かず おか だ なお こ ほん だ しん ご おお つか まさ み  や べ やす たか

さ とう のり お めん どり いわお まつ ざき みつ お しら かわ え み こ ささ もと ひろし にし ひろ み なか じま しょう ぞう  か とう

賢
い
消
費
生
活
を
送
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、

今
月
か
ら「
消
費
者
力

ク
イ
ズ
」
を
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し

ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
、
消
費
者

と
し
て
の
知
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

■
消
費
者
力
ク
イ
ズ
①
■

Ｑ. 

契
約
の
説
明
と
し
て
、
正

し
い
も
の
は
？

 

ア. 

契
約
書
面
を
作
成
し
な
く

て
も
、契
約
は
で
き
る

 

イ. 

15
歳
の
人
は
契
約
す
る
こ

と
は
で
き
な
い

 

ウ. 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
契
約

す
る
こ
と
は
で
き
な
い

 

エ. 

契
約
の
成
立
に
は
契
約
書

面
へ
の
当
事
者
双
方
の

押
印
が
必
要
で
あ
る

応
募
方
法

　
官
製
は
が
き
に
、①
答
え 

②
郵

便
番
号
・
住
所 

③
氏
名 

④
年
齢

を
書
い
て
、
左
記
へ
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。
抽
選
で
毎
月
１
人
に
エ

コ
グ
ッ
ズ
を
進
呈
し
ま
す
。

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

　
市
民
生
活
課

　
〒
９
１
９-

０
５
９
２

　
　
坂
井
町
下
新
庄
１-

１

今月からスタート　『消費者力クイズ』
正解者の中から毎月抽選でエコグッズを進呈！
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市役所からのホットなニュースとインフォメーション

機
● 問い合わせ　職員課　 50-3011

職員の人事異動をお知らせします

構
改
革
へ
の
対
応
と
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

向
け
、
適
材
適
所
へ
の

人
員
配
置
に
努
め
ま
し
た
。

（
敬
称
略
・
主
任
級
以
下
の
昇
格
者
は
除
く
）

異
動
者
　
　
　
　
　
　
２
９
２
人

退
職
者
（
３
月
31
日
付
）
　
67
人

新
採
用
（
４
月
１
日
付
）
　
40
人

４
月
１
日
現
在
職
員
数
９
１
２
人

■
市
長
部
局
・
教
育
部
局

【
部
長
級
】
▽
議
会
事
務
局
長
　
山
農
兼
司
▽

総
務
部
長
　
五
十
嵐
英
之
▽
財
務
部
長
　
本

田
眞
弘
▽
生
活
環
境
部
長
　
大
杉
彰
一
▽
産

業
経
済
部
長
　
黒
川
規
夫
▽
建
設
部
長
　
新

谷
優
一
▽
三
国
総
合
支
所
長 
平
野
保
▽
丸
岡

総
合
支
所
長
　
木
村
甚
一
郎
▽
春
江
総
合
支

所
長
　
五
十
嵐
和
夫
▽
武
生
三
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
競
走
施
行
組
合
事
業
局
長
　
野
崎
修
治
▽

教
育
委
員
会
事
務
局
部
長
　
渡
邊
眞
吾

【
次
長
級
】
▽
総
務
部
次
長
兼
総
務
課
長
　
新

開
和
典
▽
財
務
部
次
長
兼
課
税
課
長
　
黒
谷

俊
治
▽
生
活
環
境
部
次
長
兼
保
険
年
金
課
長

　
川
崎
義
三
▽
福
祉
保
健
部
次
長
兼
子
育
て

支
援
課
長
　
吉
田
市
郎
▽
産
業
経
済
部
次
長

兼
農
林
水
産
課
長
　
山
田
誠
一
▽
建
設
部
次

長
兼
都
市
計
画
課
長
　
林
田
日
出
男
▽
会
計

管
理
者
　
中
野
良
行
▽
三
国
総
合
支
所
次
長

兼
地
域
振
興
課
長
　
本
夛
龍
二
▽
丸
岡
総
合

支
所
次
長
兼
地
域
振
興
課
長
　
中
山
眞
一
▽

春
江
総
合
支
所
次
長
兼
地
域
振
興
課
長
　
佐

藤
茂
▽
監
査
委
員
事
務
局
長
　
松
浦
正
幸
▽

武
生
三
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行
組
合

事
業
局
次
長
兼
庶
務
課
長
　
玉
森
増
尋
▽
教

育
委
員
会
事
務
局
次
長
兼
教
育
総
務
課
長
　

向
川
俊
邦 

【
課
長
級
】
▽
議
会
事
務
局
次
長
　
坪
田
恵
吉

▽
総
務
課
安
全
対
策
室
長
　
由
比
謙
三
▽
職

員
課
長
　
嶋

隆
和
▽
企
画
情
報
課
長
　
野

路
良
二
▽
監
理
課
長
　
篠
崎
恵
市
郎
▽
工
事

検
査
室
長
　
中
道
一
▽
納
税
課
長
　
青
木
利

弘
▽
市
民
生
活
課
長
　
友
田
義
隆
▽
環
境
推

進
課
長
　
北
村
友
美
子
▽
社
会
福
祉
課
長
　

林
俊
文
▽
農
村
整
備
課
長
　
高
木
徹
▽
農
村

整
備
課
地
籍
調
査
室
長
　
内
田
政
年
▽
観
光

産
業
課
長
　
萬
道
正
之
▽
整
備
課
長
　
恩
地

紀
▽
維
持
課
長
　
杉
本
昌
二
▽
会
計
課
長
　

廣
田
芳
裕
▽
三
国
総
合
支
所
福
祉
課
長
　
刀

根
幸
博
▽
丸
岡
総
合
支
所
市
民
課
長
　
朝
倉

義
男
▽
春
江
総
合
支
所
市
民
課
長
　
滝
呑
徹

也
▽
三
国
病
院
事
務
局
副
局
長
　
直
江
正
一

▽
三
国
病
院
診
療
技
術
部
長
　
矢
村
明
美
▽

学
校
教
育
課
長
　
前
川
愼
市
▽
三
国
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
　
八
十
島
孝
彦
▽
文
化
課

長
兼
み
く
に
龍
翔
館
長
　
中
川
光
男
▽
市
立

図
書
館
長
　

野
幸

【
参
事
級
】
▽
議
会
事
務
局
　
寺
木
信
夫
▽
職

員
課 

釣
部
桂
司
▽
秘
書
広
報
課
　
土
居
孝
弘

▽
企
画
情
報
課
　
木
下
和
憲
▽
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
　
多
田
和
也
▽
課
税
課
　
白
山
太
一

郎
▽
納
税
課
　
渡
邉
雅
彦
▽
社
会
福
祉
課
　

横
井
眞
澄
▽
子
育
て
支
援
課
　
佐
々
木
幸
治

▽
観
光
産
業
課
　
江
澤
正
隆
▽
三
国
総
合
支

所
地
域
振
興
課
　
山
田
輝
男
▽
同
市
民
課
　

崎
田
則
和
▽
同
　

間
ひ
と
み
▽
丸
岡
総
合

支
所
地
域
振
興
課
　
南
出
繁
和
▽
春
江
総
合

支
所
市
民
課
　
西
島
一
雄
▽
同
福
祉
課
　
堂

下
幸
信
▽
坂
井
総
合
支
所
地
域
振
興
課
　
小

林
徹
郎
▽
監
査
委
員
事
務
局
次
長
　
岩
田
利

之
▽
武
生
三
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行

組
合
事
業
局
庶
務
課
　

山
良
則
▽
同
業
務

課
　
高
間
一
光
▽
学
校
教
育
課
　
岡
部
恭
典

▽
高
椋
公
民
館
　

倉
勇
治

【
課
長
補
佐
級
】
▽
総
務
課
　
三
田
正
博
▽
行

政
経
営
課
　
山
田
雄
一
▽
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
　
酒
井
眞
理
子
▽
監
理
課
　
瀬
戸
和
行
▽

同
　
岡
崎
青
史
▽
課
税
課
　
下
妃
桃
美
▽
納

税
課
　
竹
内
正
敏
▽
市
民
生
活
課
　
西
川
仁

文
▽
保
険
年
金
課
　
西
端
絹
代
▽
環
境
推
進

課
　
網
頭
忠
生
▽
社
会
福
祉
課
　
山
元
智
英

美
▽
健
康
長
寿
課
　
吉
川
十
代
治
▽
子
育
て

支
援
課
　
土
屋
良
江
▽
同
　
三
上
哲
郎
▽
農

村
整
備
課
地
籍
調
査
室
　
岩
越
弘
直
▽
観
光

産
業
課
　
八
杉
茂
樹
▽
都
市
計
画
課
　
加
藤

昭
治
▽
建
設
課
　
小
谷
嘉
郎
▽
同
　
坪
井
余

次
師
▽
同
　
林
宏
▽
総
務
経
理
課
　
林
田
幸

枝
▽
整
備
課
　
鈴
木
克
弘
▽
三
国
総
合
支
所

地
域
振
興
課
　
藤
野
博
文
▽
同
市
民
課
　
針

谷
喜
代
子
▽
丸
岡
総
合
支
所
地
域
振
興
課
　

中
嶋
静
子
▽
同
市
民
課
　
五
十
嵐
伸
雄
▽
同

福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
川
内
と

め
を
▽
春
江
総
合
支
所
市
民
課
　
小
川
雅
惠

▽
三
国
病
院
事
務
局
次
長
　
木
村
秀
▽
武
生

三
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行
組
合
事
業

局
業
務
課
　
濱
中
妃
史
▽
教
育
総
務
課
　
萬

道
浩
子
▽
同
　
庄
納
俊
明
▽
学
校
教
育
課
　

村
田
由
紀
恵
▽
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
　
坪

田
三
津
夫
▽
同
　
矢
尾
昭
宏
▽
春
江
中
公
民

館
　
小
林
英
紀
▽
東
十
郷
公
民
館
　
　
倉
佐

登
美
▽
文
化
課
　
黒
谷
好
美
▽
春
江
図
書
館

　
渡
邊
景
子
▽
坂
井
図
書
館
　
長
谷
川
春
美

【
主
任
級
】
▽
財
政
課
　
高
倉
尚
美
▽
保
険
年

金
課
　
水
嶋
雅
江
▽
観
光
産
業
課
　
大
井
美

幸
▽
都
市
計
画
課
　
森
瀬
明
彦
▽
建
設
課
　

池
本
成
輝
▽
総
務
経
理
課
　
佐
賀
雅
治
▽
三

国
総
合
支
所
市
民
課
　
古
道
孝
佳
▽
丸
岡
総

合
支
所
地
域
振
興
課
　
柳
原
正
樹
▽
同
市
民

課
　
上
野
清
美
▽
同 

西
川
し
の
ぶ
▽
春
江
総

合
支
所
市
民
課
　
矢
尾
雅
代
▽
武
生
三
国
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行
組
合
事
業
局
業
務
課

　
岩
田
佳
彦
▽
教
育
総
務
課
　
斉
藤
俊
之
▽

磯
部
小
学
校
　
戸
板
眞
弓
▽
三
国
図
書
館
　

山
田
尚
子
▽
春
江
図
書
館
　
坂
本
里
美

【
主
査
級
】
▽
議
会
事
務
局
　
坪
田
学
恭
▽
同

　
福
田
希
久
美
▽
職
員
課
　
阪
本
峰
大
▽
秘

書
広
報
課
　
増
澤
充
洋
▽
企
画
情
報
課
　
奥

林
理
恵
▽
財
政
課
　
栗
原
耕
▽
監
理
課
　
矢

尾
友
樹
▽
課
税
課
　
佐
藤
政
伸
▽
納
税
課
　

佐
藤
勇
次
▽
同
　
南
口
卓
嗣
▽
同
　
中
島
美

和
▽
市
民
生
活
課
　
松
本
悦
子
▽
保
険
年
金

課
　
長
谷
川
久
美
江
▽
同
　
長
田
邦
弘
▽
社

会
福
祉
課
　
加
藤
益
実
▽
同
　
堂
前
智
子
▽

健
康
長
寿
課
　
山
　
広
未
▽
子
育
て
支
援
課

　
河
原
勲
▽
同
　
向
川
嘉
宏
▽
同
　
青
池
香

織
▽
農
林
水
産
課
　
中
本
朱
実
▽
観
光
産
業

課
　
神
尾
美
由
紀
▽
同
　
佐
藤
弘
治
▽
同
　

齊
藤
宏
枝
▽
同
　
北
澤
和
義
▽
都
市
計
画
課

　
鈴
木
博
輝
▽
同
　
青
木
祥
子
▽
総
務
経
理

課
　
細
川
秀
樹
▽
整
備
課
　
長
谷
川
徹
▽
維

持
課
　
小
嶋
馨
▽
三
国
総
合
支
所
地
域
振
興

課
　
綿
谷
典
子
▽
同
　
増
澤
律
子
▽
同
　
刀

根
進
矢
▽
同
福
祉
課
　
齊
藤
歩
▽
丸
岡
総
合

支
所
市
民
課
　
脇
本
幸
▽
同
福
祉
課
　

橋

秀
美
▽
同
　
蔵
清
恵
▽
同
　
大
霜
綾
子
▽
春

江
総
合
支
所
福
祉
課
　
阪
本
綾
子
▽
坂
井
総

合
支
所
地
域
振
興
課
　
小
川
明
美
▽
三
国
病

院
事
務
局
　
酢
原
佳
実
▽
同
　
木
村
栄
孝
▽

武
生
三
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行
組
合

事
業
局
庶
務
課
　
永
井
英
明
▽
高
椋
小
学
校

　
川
田
利
恵
▽
春
江
図
書
館
　
大
倉
守
▽
同

　
清
水
妃
佐
恵

【
一
般
職
員
】
▽
秘
書
広
報
課
　
飛
田
孝
彦
▽

監
理
課
　
柴
田
有
子
▽
課
税
課
　
山
本
昇
吾

▽
同
　
黒
坂
紀
美
栄
▽
納
税
課
　
板
本
利
生

▽
市
民
生
活
課
　
木
嶋
美
予
子
▽
同
　
古
屋

吉
将
▽
健
康
長
寿
課
　
小
倉
美
奈
子
▽
同
　

川
瀬
千
里
▽
同
　
坪
田
幸
史
朗
▽
子
育
て
支

援
課
　
本
多
佳
芳
里
▽
同
　
長
谷
田
朝
子
▽

農
林
水
産
課
　
藤
田
哲
史
▽
観
光
産
業
課
　

吉
田
和
博
▽
同
　
水
上
慶
彦
▽
都
市
計
画
課

　
廣
部
泰
清
▽
同
　
黒
川
健
治
▽
建
設
課
　

小
寺
佑
季
▽
会
計
課
　
手
島
紀
志
子
▽
丸
岡

総
合
支
所
市
民
課
　
熱
田
貴
子
▽
同
　
清
水

美
奈
▽
春
江
総
合
支
所
市
民
課
　
三
谷
真
紀

▽
同
　
高
山
真
治
▽
農
業
委
員
会
事
務
局
　

草
壁
玄
明

【
派
遣
】
▽
福
井
坂
井
地
区
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
課
長
（
職
員
課
付
）
　
佐
藤
充
彦
▽
福

井
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
課
長
（
職
員

課
付
）
　
東
嶋
孝
市
▽
坂
井
市
社
会
福
祉
協
議

会
課
長
（
社
会
福
祉
課
付
）
　
黒
川
正
夫
▽
坂

井
市
土
地
改
良
合
同
事
務
所
課
長
（
農
村
整
備

課
付
）　
伊
藤
秋
男
▽
武
生
三
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
競
走
施
行
組
合
事
業
局
業
務
課
長
　
中
垣

内
良
夫
▽
丸
岡
町
文
化
振
興
事
業
団
（
文
化
課

付
）
　
山
本
純
一
▽
坂
井
市
土
地
改
良
合
同
事

務
所
課
長
補
佐
（
農
村
整
備
課
付
）
　
奥
平
浩

▽
福
井
県
地
方
税
滞
納
整
理
機
構（
納
税
課
付
）

　
浦
健
一
郎
▽
福
井
坂
井
地
区
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
（
職
員
課
付
）
　
半
澤
宏
一
▽
福

井
県
産
業
労
働
部
企
業
誘
致
課
（
職
員
課
付
）

　
戸
庭
裕
之
▽
坂
井
地
区
介
護
保
険
広
域
連

合（
職
員
課
付
）　
北
川
朋
美

【
幼
稚
園
主
任
教
諭
】
▽
雄
島
幼
稚
園
　
浜
田

美
惠
子
▽
加
戸
幼
稚
園
　
米
元
淑
江
▽
春
江

幼
稚
園
　
伊
藤
き
み
子
▽
春
江
西
幼
稚
園
　

辻
崎
眞
理
子
▽
大
石
幼
稚
園
　
青
木
房
枝
▽

春
江
東
幼
稚
園
　
青
山
成
美
▽
東
十
郷
幼
稚

園
　
水
嶋
桂
子
▽
大
関
幼
稚
園
　
山
本
弥
生

【
幼
稚
園
教
諭
】
▽
雄
島
幼
稚
園
　
八
杉
素
子

▽
三
国
西
幼
稚
園
　
平
田
佐
織
▽
春
江
西
幼

稚
園
　
小
林
佐
季
子
▽
春
江
東
幼
稚
園
　
澤

田
千
晴

【
技
能
労
務
職
】
▽
磯
部
小
学
校
　
前
川
こ
ず

恵
▽
三
国
西
小
学
校
　
武
田
玲
子

■
保
育
所
・
幼
保
園
関
係

【
所
長
級
】
▽
鳴
鹿
幼
保
園
長
　
上
田
早
苗
▽

磯
部
東
幼
保
園
長
　
達
川
壽
美
惠
▽
霞
幼
保

園
長
　
北
川
喜
美
江
▽
平
章
幼
保
園
長
　
堀

川
弘
子
▽
長
畝
幼
保
園
長
　
中
田
啓
子
▽
春

江
南
保
育
所
長
　
池
端
眞
由
美
▽
春
江
保
育

所
長
　
境
井
久
美
子
　

【
副
所
長
級
】
▽
三
国
南
保
育
所
　
堀
江
由
枝

▽
三
国
中
央
保
育
所
　
戸
田
真
由
美
▽
安
島

保
育
所
　
出
店
志
保
美
▽
加
戸
保
育
所
　
坪

田
美
千
穂
▽
鳴
鹿
幼
保
園
　
奥
村
靖
子
▽
磯

部
東
幼
保
園
　
南
保
洋
子
▽
安
田
幼
保
園
　

勝
見
珠
江
▽
霞
幼
保
園
　
郷
圭
子
▽
八
ヶ
幼

保
園
　
谷
間
昌
江
▽
春
江
南
保
育
所
　
向
川

桂
子
▽
春
江
東
保
育
所
　
高
山
富
子
▽
春
江

北
保
育
所
　
山
田
晴
美
▽
春
江
西
保
育
所
　

松
村
は
る
み
▽
丸
岡
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
上
坂
由
恵
▽
春
江
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
北
出
邦
美

【
保
育
士
】
▽
三
国
南
保
育
所
　
斉
藤
由
香
▽

み
く
に
未
来
保
育
所
　
中
谷
栄
味
子
▽
同
　

斉
藤
奈
緒
子
▽
同
　
莇
生
や
よ
い
▽
宿
保
育

所
　
堀
江
て
る
み
▽
同
　
東
川
奈
美
子
▽
同

　
高
井
し
の
ぶ
▽
加
戸
保
育
所
　
宮

ち
は

る
▽
鳴
鹿
幼
保
園
　
伊
東
奈
美
江
▽
磯
部
東

幼
保
園
　
岩
本
利
恵
▽
安
田
幼
保
園
　
伊
藤

華
江
▽
今
福
幼
保
園
　
松
浦
弘
美
▽
同
　
嶋

川
光
絵
▽
同
　
柳
澤
麻
奈
美
▽
霞
幼
保
園
　

下
田
真
貴
子
▽
同
　
玉
村
寿
子
▽
八
ヶ
幼
保

園
　
中
山
眞
由
美
▽
同
　
坪
川
千
鶴
子
▽
同

　
古
市
さ
や
か
▽
同
　
重
僧
絵
里
奈
▽
長
畝

幼
保
園
　
久
米
田
か
お
り
▽
春
江
南
保
育
所

　
小
島
玲
子
▽
同
　
高
嶋
か
ほ
り
▽
春
江
中

保
育
所
　
近
藤
ま
ゆ
み
▽
春
江
東
保
育
所
　

毛
利
真
紀
▽
同
　
嶋
田
友
紀
▽
同
　
刀
祢
友

美
▽
春
江
北
保
育
所
　
佐
藤
香
▽
春
江
西
保

育
所
　
梶
井
久
枝
▽
坂
井
乳
児
保
育
所
　
石

黒
知
春
▽
同
　
佐
久
間
智
子
▽
同
　
伊
藤
梓

▽
坂
井
保
育
所
　
直
江
悦
子

【
調
理
師
】▽
今
福
幼
保
園
　
水
野
友
美
▽
八
ヶ

幼
保
園
　
牧
田
康
子
▽
春
江
南
保
育
所
　
小

林
孝
子
▽
春
江
西
保
育
所
　
黒
川
邦
子

【
用
務
員
】
▽
三
国
南
保
育
所
　
大
島
瑞
代
▽

三
国
中
央
保
育
所
　
齋
藤
美
幸
▽
み
く
に
未

来
保
育
所
　
金
崎
智
子
▽
宿
保
育
所
　
湯
淺

み
ち
代
▽
安
島
保
育
所
　
大
門
真
貴
子
▽
加

戸
保
育
所
　
南
谷
み
ゆ
き
▽
新
保
保
育
所
　

小
畑
夕
紀
子

■
新
採
用

【
一
般
職
員
】
▽
課
税
課
　
佐
野
雄
一
▽
同
　

荒
舘
敬
介
▽
保
険
年
金
課
　
佐
々
木
啓
介
▽

環
境
推
進
課
　
佐
藤
貴
史
▽
観
光
産
業
課
　

森
崇
聡
▽
建
設
課
　
渡
邉
雄
大
▽
三
国
総
合

支
所
市
民
課
　
深
谷
友
美
子
▽
同
　
持
川
浩

一
郎
▽
丸
岡
総
合
支
所
市
民
課
　
横
田
彩
香

▽
春
江
総
合
支
所
市
民
課
　
吉
田
洪
将
▽
教

育
総
務
課
　
平
川
雄
基
▽
教
育
施
設
整
備
課

　
綿
孝
征
▽
学
校
教
育
課
　
宮
侑
美
▽
生
涯

学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
　
辻
本
史
貴

【
保
育
士
】
▽
み
く
に
未
来
保
育
所
　

橋
舞

▽
加
戸
保
育
所
　
宮
谷
知
恵
▽
鳴
鹿
幼
保
園

　
西
畠
志
織
▽
磯
部
東
幼
保
園
　

澤
江
里

▽
安
田
幼
保
園
　
川

衣
梨
▽
今
福
幼
保
園

　
村
上
雅
世
▽
霞
幼
保
園
　
竹
田
真
優
子
▽
八
ヶ

幼
保
園
　
田
中
美
乃
▽
春
江
南
保
育
所
　
中

川
真
澄
▽
春
江
中
保
育
所
　
澤
田
碧
▽
春
江

東
保
育
所
　
森
川
み
よ
▽
春
江
北
保
育
所
　

上
野
久
美
子
▽
坂
井
保
育
所
　
佐
々
治
理
恵

【
医
療
職
（
三
国
病
院
）
】
▽
社
会
福
祉
士
　
中

林
雅
絵
▽
同
　
坂
本
麻
菜
▽
薬
剤
師
　
長
浩

史
▽
臨
床
検
査
技
師
　
辻
下
貴
子
▽
同
　
柴

田
葵
▽
看
護
師
　
徳
丸
恵
深
▽
同
　
前
田
直

美
▽
同
　
藤
野
匡
紀
▽
同
　
篠
崎
瑛
子
▽
同

　
大
島
桂
子
▽
同
　
津
田
真
利
子
▽
准
看
護

師
　
定
永
佳
代
▽
同
　
北
倉
元
棋

■
退
職
者
　
※（
　
）内
は
旧
所
属

▽
副
角
利
幸
（
政
策
監
）
▽
千
利
濱
喜
良
（
財
務

部
）
▽
原
田
幸
治
（
生
活
環
境
部
）
▽
亀
嶋
政
幸

（
産
業
経
済
部
）
▽
前
田
三
徳
（
建
設
部
）
▽
朝

日
千
代
治
（
会
計
管
理
者
）
▽
竹
田
義
昭
（
三
国

総
合
支
所
）
▽
高
桑
清
則
（
丸
岡
総
合
支
所
）
▽

小
林
和
裕（
春
江
総
合
支
所
）▽
長
谷
川
雅
裕（
武

生
三
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行
組
合
事

業
局
）▽
長
谷
川
一
視（
財
務
部
）▽
不
破
茂（
生

活
環
境
部
）
▽
要
田
照
夫
（
福
祉
保
健
部
）
▽
篠

崎
純
一
（
企
画
情
報
課
）
▽
末
廣
光
男
（
坂
井
市

土
地
改
良
合
同
事
務
所
）▽
玉
森
政
一（
観
光
課
）

▽
毛
利
孝
治
（
維
持
課
）
▽

口
重
寛
（
三
国
総

合
支
所
税
務
課
）
▽
坪
田
信
一
郎
（
春
江
総
合

支
所
税
務
課
）
▽
藤
木
浩
二
（
三
国
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
）▽
大
廻
政
成（(

財)

丸
岡
町
文
化
振

興
事
業
団
）▽
石
黒
元（
三
国
病
院
診
療
技
術
部
）

▽
齊
藤
泰
治
（
武
生
三
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競

走
施
行
組
合
事
業
局
業
務
課
）
▽
安
久
誠
（
坂

井
総
合
支
所
地
域
振
興
課
）
▽
宮
平
数
実
（
鳴

鹿
公
民
館
）
▽
田
中
博
美
（
保
険
年
金
課
）
▽
堂

前
美
惠
子
（
教
育
総
務
課
）
▽
酒
井
享
子
（
丸
岡

中
学
校
）▽
上
田
勇
治（
武
生
三
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
競
走
施
行
組
合
事
業
局
業
務
課
）
▽
土
阪
定

則
（
同
）▽
中
嶌
純
一（
同
）▽
西
川
惠
子（
保
険

年
金
課
）
▽
西
端
勲
（
農
林
水
産
課
）
▽
林
悦
子

（
三
国
総
合
支
所
地
域
振
興
課
）▽
辻
千
恵
子（
同
）

▽
山
本
明
美
（
三
国
総
合
支
所
税
務
課
）
▽
松

川
由
紀
子
（
丸
岡
総
合
支
所
市
民
課
）
▽
鈴
木

良
子（
丸
岡
総
合
支
所
福
祉
課
）▽
清
水
邦
彦（
文

化
課
）
▽
近
間
浪
子
（
春
江
保
育
所
）
▽
加
藤
恵

美
子
（
霞
幼
保
園
）
▽
山
田
恭
江
（
三
国
南
幼
稚

園
）
▽
武
田
秋
子
（
雄
島
幼
稚
園
）
▽
東
は
る
を

（
平
章
幼
保
園
）▽
角
山
理
枝
子（
長
畝
幼
保
園
）

▽
乘
京
マ
ス
子
（
三
国
南
保
育
所
）
▽
岩
尾
君

代
（
三
国
中
央
保
育
所
）
▽
折
本
芳
枝
（
加
戸
保

育
所
）
▽
山
川
裕
美
（
安
田
幼
保
園
）
▽
宮
平
洋

子
（
霞
幼
保
園
）
▽
布
村
廣
美
（
丸
岡
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
）
▽
竹
田
か
ず
み
（
加
戸
幼
稚
園
）

▽
坪
田
静
枝
（
春
江
幼
稚
園
）
▽
北
ひ
と
美
（
八

ケ
幼
保
園
）
▽
永
田
真
弓
（
磯
部
東
幼
保
園
）
▽

武
曽
伊
都
子
（
八
ケ
幼
保
園
）
▽
村
上
百
恵
（
宿

保
育
所
）
▽
角
海
早
苗
（
加
戸
保
育
所
）
▽
北
野

春
雄
（
三
国
総
合
支
所
地
域
振
興
課
）
▽
大
久

保
千
惠
美
（
今
福
幼
保
園
）
▽
黒
済
八
重
子
（
磯

部
小
学
校
）
▽
田
畑
え
り
子
（
三
国
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
）
▽
常
廣
敬
一
郎
（
春
江
・
坂
井
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
）
▽
五
十
嵐
宣
子
（
三
国
病
院

看
護
部
）
▽
玉
森
由
美
子
（
三
国
病
院
診
療
技

術
部
）
▽
渡
邉
孝
代
（
同
）
▽
中
川
由
美
（
三
国

病
院
看
護
部
）
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市からのお知らせのほか、県や国などの情報を紹介するコーナーです。

旬の野菜を食卓にプラスして健康な体に！
　ナバナは、香りとほろ苦い味の中に、いろいろな栄養素

が含まれています。カロチンやビタミンCは免疫力・抵抗

力を強め、かぜ予防やがん予防に効果があります。また、

カリウムも豊富で高血圧予防に、食物繊維は便秘予防に、

鉄分は貧血予防にそれぞれ効果があります。

　また、炒めることでカロチン・ビタミンCの吸収率を高

めます。子どもさんには、マヨネーズを少し加えると食べ

やすくなります。

健康長寿課　 50-3040

食卓に

もう一
品！

エネルギー 97kcal

タンパク質 4.4g

脂質 5.0g

塩分 0.8g

ナバナ 1束（200g）

コーン（缶詰） 大さじ3～4

合わせ調味料

　味噌 大さじ1・1/2

　砂糖 大さじ1・1/2

　酢 小さじ2

　練りからし（チューブ）

 １cm

　すりごま 大さじ2

① ナバナは洗って3cmの長さに切る。茎の太いと

ころはさらに半分に切る。茎と葉に分ける。

② フライパンにごま油をひき、茎を中火で炒める。

火が通ったら葉を加え、サクサク感が残る程度

にサッと炒める。

③合わせ調味料を混ぜておく。

④②とコーンを③であえる。
ナバナの炒め味噌あえ

三国地区食生活改善推進員

食生活改善推進員の

かんたん料理レシピ

作り方

栄養成分／1人分

問

材料／4人分

安心・便利・確実
納税は口座振替で

　市では、口座振替での納税を

推進しています。

　4月から新たに口座振替を始

めた場合、申し込み月の翌月末

以降の納期分からの引き落とし

になります。申込方法など詳し

くは、下記窓口にお越しいただ

くか、お問い合わせください。　

口座振替のメリット

①現金を持ち歩く必要がない　

②金融機関へ出向く必要がない

③うっかり納め忘れがない

利用できる金融機関

福井銀行、福井信用金庫、福邦

銀行、北陸銀行、北國銀行、北

陸労働金庫、花咲ふくい農業協

同組合、春江農業協同組合、福

井県信用漁業協同組合連合会、

越前信用金庫、ゆうちょ銀行、

郵便局

　納税課　50-3024

申込方法　電話で下記まで

※無償の品物のみ取り扱います

※掲載期間は3カ月（自動継続は

しません）

※品物の細かい指定はできません

※掲載品は掲載者が保管

　市民生活課　50-3030

問

問

問

問

問

問

問

問

問 問

リサイクル
recycle information

ゆ
ず
り
ま
す

エレクトーン、子ども用おまる、アイロン

台（袖部分用有）、カラオケ一式（カラオケ機、

マイク、テープ30巻、歌詞カード）、子ども

用おもちゃ（5～7才用）、ふじのテーブル・

いす2脚、ワープロ

ミニ耕運機、介護用シャワーいす、大関小

学校制服（１50cm以上、女子、夏、冬）、大関

小学校体操服（150cm以上女子、夏、冬）、

CDやレコード、電気蓄音機、ぜんまい式蓄

音機、ミシン、赤ちゃん用歩行器、電気餅つ

き器（2升用）、乳幼児用チャイルドシート、

ベビーカー、大石小学校制服（男子140cm

以上）、（女子140cm以上）、大石小学校体操

服（夏、冬、140cm以上）、大石小学校黄色の

帽子（男女）、麻のカヤ、戦前の布（ふとん地、

ふろしき、着物、小布、ボロ）、各種ゲーム機、

DVD、カセットテープ、ピアノ、CDプレーヤー、

大人用自転車、ブランコ、ディーゼルエン

ジン耕運機（家庭菜園用）、女の子用自転車（小

5）、レコードの蓄音機、トラクター（家庭菜

園用）、子ども用自転車（高学年用）、木製机、

子ども用自転車（低学年用）、段のひな人形

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

問

“動きたくなる”春だから
スポーツを始めよう

■ボクササイズ教室

　エアロビクスにパンチやキッ

クを組み合わせたスポーツです。

運動不足やストレスの解消、ダ

イエットにおすすめです。

と　き　5月14日（土）

　　　　　～6月25日（土）

　　　　毎週土曜日（全6回）

　　　　10：30～11：20

ところ　三国体育館

　　　　第2トレーニング室

対　象　18歳以上

持ち物　動ける服、タオル、飲み

物、着替え、内履き、手袋

参加費　4,000円（保険料・ボク

シンググローブレンタ

ル料込み）

　　　　※初日と6月11日に

2,000円ずつ集金

申込方法　平日の9：00～17：30に

下記へ申し込み

　三国体育館　82-4686

■春の健康体操教室

　誰でもできる簡単な体操、ウ

オーキングなどをします。

と　き　5月10日（火）

　　　　　～7月26日（火）

　　　　毎週火曜日（全12回）

　　　　10：00～11：00

ところ　三国体育館

　　　　第2トレーニング室

対　象　50歳以上の男女（20人）

持ち物　動ける服、タオル、飲み

物、着替え、内履き

参加費　１回500円（月初めに

１カ月分を集金）

申込方法　平日の9：00～17：30に

下記へ申し込み

　三国体育館　82-4686

■子ども基礎トレーニング教室

　ストレッチやリズム体操など

を通して、基礎体力の向上や、体

と脳のバランスのいい発達を促

します。

と　き　5月11日（水）

　　　　　～7月27日（水）

　　　　毎週水曜日（全12回）

　　　　17：30～18：45

ところ　春江B&G海洋センター

対　象　4歳～小学2年生（15人）

参加費　4回2,000円（月初めに

集金）

申込方法　平日の9：00～17：30に

下記へ申し込み

　春江体育館　51-4242

■春江少女新体操教室

と　き　5月11日（水）

　　　　　～6月29日（水）

　　　　毎週水曜日（全8回）

　　　　17：30～18：30

ところ　春江体育館

対　象　4歳以上小学6年生ま

での女子

参加費　1回目と5回目に2,000

円ずつ集金

申込方法　平日の9：00～17：30に

下記へ申し込み

　春江体育館　51-4242

■ジュニアスポーツ体験クラブ

　思いきり体を動かす楽しさや

気持ちよさを体験しませんか。

と　き　5月14・28日、6月11・

25日、7月9・30日、8月6・

27日の土曜日

　　　　10：00～11：30

　　　　※7月30日と8月6日は

B&Gプールで水泳

ところ　春江体育館

対　象　小学1～4年生（20人）

参加費　4回2,000円（5月14日

と7月9日に集金）

申込方法　平日の9：00～17：30に

下記へ申し込み

　春江体育館　51-4242

英語を楽しみながら
異文化体験しませんか

　はるえ中部まちづくり協議会

企画の異文化体験講座、第一弾

は「イースター in English」。英

語のゲームを通してキリスト教

文化を理解しましょう。春江中

学校ALTをゲストに迎えます。

と　き　4月24日（日）

　　　　10：30～12：30

ところ　春江中公民館大ホール

参加費　一人300円

申込方法　平日の9:00～17:30に

下記へ申し込み

　春江中公民館　51-1104

母子家庭の母・寡婦
パソコン講習会を開催

　資格取得を目指すカリキュラ

ムです。受講後は、検定試験

(MOS)を受験します。無料の託

児サービスもあります。

■Word 2010コース

と　き　6月11日～9月3日の

毎週土曜日(全10回)

　　　　10：00～17：00

■Excel 2010コース

と　き　6月12日～9月4日の

毎週日曜日(全10回)

　　　　10：00～17：00

ところ　NPO法人就業支援ネッ

トワーク福井支部研修室

　　　　(丸岡町ソフトパークふくい)

定　員　各コース15人

　　　　※応募者多数の場合抽選

費　用　・テキスト代各5,000

円程度

　　　　・受験料10,290円

申込方法　電話で下記へ

申込締切　5月20日(金)

　NPO法人就業支援ネットワーク

福井支部　68-1643

開催
event information

お知らせ
information

宝くじで地域おこし

　蛸地区が（財）自治総合センター

のコミュニティー助成で、区民

館を改修しました。

　企画情報課　50-3013

冬眠明けのクマに注意

　春になるとクマが冬眠から覚

め、山菜など食べ物を求めて活

動します。

　昨秋の木

の実などの

不作から、

この春は特

に活動範囲

が広がるこ

とが予想されます。

　山菜取りなどで山へ入る際は

十分注意してください。

　丸岡総合支所地域振興課

　68-0801
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十郷用水の
写真や詩などを募集

　東十郷まちづくり協議会では、

千年近く坂井平野を潤し、パイ

プライン化によって消え行く十

郷用水を、写真や文章にして残

そうと考えています。

　そこで、十郷用水の四季折々

の景色、人々の生活習慣や暮ら

しの中で十郷用水の魅力を表現

した写真や文を募集します。東

十郷地区はもちろん、どこにお

住まいの人でも応募できます。

　応募作品は、各種イベントや

JR丸岡駅で展示するほか、冊子

などに活用させていただきます。

締め切り　8月31日（水）

　　　　※2回目の締め切りは、

24年2月を予定

　詳しくは、下記にお問い合わ

せるか、東十郷公民館に設置し

てある募集要項をご覧ください。

　東十郷まちづくり協議会

　（東十郷公民館内）　66-4567

みくに龍翔館企画展
明治から伝えられたもの
　

　みくに龍翔館だからできる、

見応えのある展示会です。

と　き　4月29日（金・祝）

　　　　　～5月29日（日）

ところ　みくに龍翔館

　　　　※水曜日休館（祝日の

場合は翌日）

入館料　大人　300円

　　　　小人　150円

　みくに龍翔館　82-5666

「中野重治展」
正津勉が選んだ10点
　

　丸岡町出身の詩人、中野重治

の詩の世界が、ONOメモリア

ルに作り出されます。“言葉の

アート”をご覧ください。

と　き　5月29日(日)までの金・

土・日曜日と祝日

ところ　ONOメモリアル

入館料　300円

　　　　（高校生以下無料）

　みくに龍翔館　82-5666

図書館から
イベントのお知らせ
　

■しかけ絵本で遊ぼうよ

と　き　4月23日（土） 

　～5月15日（日）

ところ　みくに図書館

　　　　絵本コーナー

　みくに図書館　81-2900

■パパがお話を届けます

　絵本ライブ

　昨年好評だった、パパによる

絵本の読み聞かせ。今年も「パ

パジャングル」のパパたちが、

軽快な絵本ライブを繰り広げ

ます。何を読んでくれるかは当

日までの秘密。参加費・申し込

みは不要です。

と　き　5月15日（日）

　　　　13：30～

ところ　ハートピア春江

　　　　2階会議室

　はるえ図書館　51-8810

■なんさつ読んだ？

　読書リレー

　期限までにたくさん本を読

んで「読書名人」を目指しましょ

う。読書リレーをしながら、図

書館見学ラリーをしてみても

楽しいですよ。

と　き　5月29日（日）まで

対　象　幼児～小学生

方　法　市内の4つの図書館で

本を借りると、そのつ

どシールを1枚もらえ

ます。3枚の台紙にシー

ルを全部張れたら、「読

書名人」の認定書がも

らえます。

　各図書館

　（みくに）　81-2900

　（まるおか）　67-1500

　（はるえ）　51-8810

　（さかい）　67-2666

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

▲これまでの成人大学の様子

▲十郷用水と兵庫川の間の横落堤

むら  かみ

坂井市成人大学
23年度の受講生を募集

　「坂井市成人大学」の受講生を

募集します。新しい知識と教養

を身に付けませんか。

実施期間　5月～24年2月まで

実施回数　全10回（月1回／主に

土・日曜日の午後から

開催）

講座内容　講義8回と現地研修2回

《第１回講義》

と　き　5月29日（日）

ところ　ハートピア春江

内　容　市制5周年記念式典 

基調講演

　　　　※丸岡総合支所からハー

トピア春江までの送

迎バスを運行します

《現地研修》

　日帰りで行う研修です。

と　き　6月

行き先　滋賀県（湖北・湖東方面）

定　員　150人

受講料　年間3,000円

　　　　※現地研修は別途参加

費が必要

申込方法　5月13日（金）までに、

下記の拠点公民館に直

接申し込み

　　　　・三国公民館　82-6400

　　　　・高椋公民館　68-0843

　　　　・春江中公民館　51-1104

　　　　・東十郷公民館　66-4567

　坂井市成人大学事務局（生涯学

習スポーツ課内）　50-3162

5月開講「元気クラブ」に
参加しませんか

　寝たきりや認知症を予防し、

高齢になっても元気でいられる

ことを目的とした教室です。あ

なたも仲間に入りませんか。

内　容　運動専門スタッフによ

る運動指導や健康に関

する学習会、屋外研修、

介護予防講座など

※祝日や行事、参加人数などに

より日時を変更することがあ

ります

※6月以降の日程は、教室参加

時にお知らせします

対象者　おおむね65歳以上の

市民

定　員　一会場あたり20人

参加費　月300円

　　　　（6カ月分ずつ集金）

申込方法　4月22日（金）までに下

記へ申し込み

　　　　※後日、年間計画など

を送付します

　健康長寿課　50-3040

三国祭の山車曳き手
ボランティアを募集
　

　5月20日（金）の三国祭に、山

車の曳き手として参加しません

か。山車を曳きながら古い町並

みをゆっくり歩くことは、とて

も楽しいものです。希望者は、4

月30日（土）までに三国公民館

へ申し込みを。

募集人員　30人

参加資格　健康で長時間歩ける人

集合場所　三国公民館

時　間　8：00集合～20：30解散

保　険　傷害保険は三国祭保存

振興会および各区で加

入します

その他　昼食と夕食、祭りの法

被は、担当になる区で

準備します

注　意　途中で曳き手をやめる

ことはできません

　三国祭保存振興会（三国公民

館内）　82-6400

患者さんのサポート
ボランティアを募集

　病院を訪れる患者さんに、真

心あふれる細やかなサービスを

提供しませんか。

と　き　平日9：00～12：00

ところ　福井大学医学部附属病院

外来ホール

内　容　受診科への案内、交通

機関・道路の紹介、受診

手続きの説明や代筆、

車椅子の介助、図書コー

ナーの整理など

資　格　20歳以上なら経験・性

別は問いません

申込方法　随時下記へ

　福井大学医学部附属病院

　医療サービス課　村上

　　61-8446

募
集
す
る
も
の

写真／

　季節の中の風景や、日常

の様子を撮影したもの（デ

ジタル写真も可）。2Lサイ

ズ以上でプリントした写真

で応募してください。

詩・短歌・俳句など／

　十郷用水への思いを言葉

で表現してください。散文・

詩・短歌・俳句など形式は問

いません。写真と組み合わ

せての応募もできます。

内
　
　
　
容

松平試験場とその蔵書／

　越前松平家が福井城内に

開設し、当時最先端の“農業

ステーション”だった、松平

試験場。坂井農業高校に受

け継がれた旧蔵書の数々を

紹介します。

「みくに新聞」と

坂井の地方新聞／

　若き日の室生犀星が筆を

執ったという「みくに新聞」

をはじめ、「春江新聞」「北陸

日の出新聞」など、坂井市域

の地方新聞を紹介します。

開催
event information

募集
invite information

ところ

三国保健センター

浜四郷公民館

丸岡保健センター

春江保健センター

春江西公民館

坂井健康センター

と　き

5月11日～

第2・第4水曜日

9：30～11：30

5月13日～

第2・第4金曜日

13：00～15：00

5月10日～

第1・第3火曜日

12：45～14：45

5月17日～

第2・第4火曜日

13：00～15：00

5月12日～

第2・第4木曜日

13：00～15：00

5月16日～

第1・第3月曜日

12：45～14：45

ひ

（霞の郷）

む  ろ  う   さい せい

なか    の    しげ  はる

しょう　づ　 べん
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おくやみ
２月21日から３月20日までの届け分（敬称略）

おくやみ
今月の
ハッピー
バースデー

今月の
ハッピー
バースデー

やま  ぞえ　   り      あ

佐々木　詩ちゃん
（1歳・春江町西太郎丸）
父：大輔さん　母：香織さん

さ　  さ     き　         うた

山添 梨愛ちゃん
（1歳・春江町江留中）
父：大樹さん　母：由佳梨さん

にし  ばた　  はる   か

里見 奏愛ちゃん
（2歳・三国町山王）

父：隆純さん　母：亜希子さん

さと　み　　  か の あ

西畑 遥香ちゃん
（3歳・春江町新為国）
父：政紀さん　母：暢代さん

おねえちゃん、だーいすき
ずっと仲良くしよーね
おねえちゃん、だーいすき
ずっと仲良くしよーね

3歳になりました。
毎日お兄ちゃんと遊んでいます。
3歳になりました。
毎日お兄ちゃんと遊んでいます。

祝1歳。
大好きなアンパンマンみたいに
優しい子になるぞ！

祝1歳。
大好きなアンパンマンみたいに
優しい子になるぞ！

おねえちゃんにはまけないよ。
でも、だいすきなの
おねえちゃんにはまけないよ。
でも、だいすきなの

名　前 行政区年齢名　前 行政区年齢 日本海でセーリングを！
ヨット教室生を募集

　初心者向けのヨット教室です。

市内在住で、5ｍ以上泳げる中

学生以上の健康な人なら誰で

も参加できます。受講希望者に

は、要綱を別途送付。

と　き　5月から9月までの第2・

第4日曜日

　　　　10：00～16：00

ところ　三国ヨットハーバー

内　容　小型ヨットおよびボー

ドセーリングの実習、

帆走理論

受講料　1回2,000円（昼食・テ

キスト代込み）

　坂井市ヨット協会　82-7711

小１～高３を対象
ソフトテニス教室

　三国町ソフトテニス教室生

を募集します。市内在住の小学

生から高校生までなら、誰でも

ＯＫ。ソフトテニスで、強い心

と体を育てましょう。

と　き

　毎週月・水・木・日曜日

　4～10月　19：00～22：00

　※小学生は21時まで

　※11～3月は日程を変更

ところ　三国運動公園テニス場

会　費　年7,500円

　　　　※ナイター料金込み

　　　　※スポーツ保険は任

意で別途加入

　西村　81-3550

英語学習の
会員を募集

①英語基礎（英検2級合格を目標）
と　き　毎週水曜日
　　　　19：00～21：00
ところ　春江西公民館
②英会話（外国人講師）
と　き　毎週木曜日
　　　　19：00～21：00
ところ　春江南公民館

　長田　　51-4742

弓道　初心者教室
参加者を募集

　弓道協会員が指導します。中

学生以上なら、誰でもＯＫ。

ところ　トリムパークかなづ

　　　　弓道場

受講料　一般　3,000円

　　　　学生　2,000円

　小林　090-4320-0149

東日本大震災復興支援
市民ゴルフ大会を開催

と　き　4月29日(金・祝)

ところ　芦原GC　湖コース

参加費　1,000円（義援金）

プレー代　9,000円（食事込み）

申込先　下記へ

　坂井市ゴルフ協会事務局

　吉川　090-4682-2908

三国町／

河本　ハル 101 下西

山崎　和彦 63 運動公園

渡辺　秋光 61 上錦

近藤　豊志 82 陣ケ岡

荒川　すゑの 95 梶

北畑　喜代子 82 加戸東

斉藤　常子 89 池見

林　利榮 71 森町

森下　貞子 95 油屋

久田　利雄 83 立田団地

　田　實 80 浜地

北出　與平 91 米納津

板倉　要 91 安島

大　　明 81 栄町

丸田　すぎの 78 新宿二丁目

木内　三郎 81 水居

古道　輝子 69 油屋

大権　好子 87 新保

好見　一子 84 四日市

田中　徹 78 安島

出口　一男 61 汐見

杉本　重左エ門 67 横越

丸岡町／

吉田　定夫 61 吉政

竹内　トヨ 91 西瓜屋１の３

平池　まちゑ 90 八幡町

石崎　善一 66 北横地４区

山本　久守 91 安田新

西出　謙二 63 朝陽２丁目

山下　寛治　 68 女形谷

橋本　三郎 85 八ツ口

丸岡町／

三嶋　清子 90 文京

川口　信夫 74 東二ツ屋

荒木　俊彦 79 西里丸岡１区

牧田　サキヲ 96 一本田福所

　尾　察良 96 長崎

小林　信行 81 板倉

松村　裕子 76 竜北

田端　こと 96 長崎

  

春江町／

長田　みつゑ 91 江留中

堀川　浅井 91 本堂

青柳　みゆき 91 本堂

直江　美代子 95 大牧

冨山　洋子 78 江留上緑

林　清市 75 いちい野北

笹木　久 91 西太郎丸

高橋　あい子 84 下小森

笹本　爲次郎 81 高江

山本　幸子 70 中筋

坂井町／

陶山　きみ子 92 蛸

澤田　廣 94 大味上

江川　泰子 69 河和田

橋本　愛子 86 宮領

安久　信夫 79 大味下

大島　和美 64 上兵庫

常廣　スイ子 81 東荒井

達川　鎭 81 下新庄

米村　雅雄 69 新福島

草壁　正勝 92 上新庄　

名前は全て人名漢字及び常用漢字で表記しています。

メンバー募集 女声コーラス
「シルフィーコール」

　童謡からクラシックまで、幅

広くコーラスを楽しみませんか。

声を合わせて歌う楽しさを、ぜ

ひ味わってください。経験の有

無は問いません。

と　き　毎週水曜日（第5水曜

日を除く）

　　　　20：00～21：30

ところ　春江南公民館

指導者　宮永規子さん

　野坂　72-1210

丸岡町盆栽会
春の盆栽展にお越しください

　会員が丹精した盆栽の数々

を展示します。即売会も行いま

す。

と　き　4月30日（土）

　　　　9：00～17：00

　　　　5月1日（日）

　　　　9：00～15：30

ところ　霞の郷1階ホール

　小坂　090-1632-3389　

美容と健康に
ダンスを始めませんか

　ルンバ、チャチャチャ、サン

バなどいろいろなダンスを楽

しみながら、健康に。初心者大

歓迎です。

と　き　毎週火曜日

　　　　19：00～

ところ　高椋公民館

会　費　月1,000円

　中林　090-7599-0273

「みんなの掲示板」

「今月のハッピーバースデー」掲載希望者を募集

　締め切りは、掲載希望月の前月5日まで。希

望者多数の場合は、掲載できない場合がありま

す。詳しくは秘書広報課まで。

　秘書広報課　50-3012問

　真新しいランドセル。

ちょっと大きめの制服。

入学式を終えたばかりの

子どもたちを、薄桃に色

づいたカワヅザクラが出

迎える。みんなの未来も

輝いているよ―キラキラ

光る風のささやきが聞こ

えてきそうな、昼下がり。

県総合グリーンセンター

（丸岡町楽間）にて

【今月の表紙】　カワヅザクラの下で

にし  むら

問

問

問

問

問

問

問

問

みや  なが  のり   こ

なが　た

こ  ばやし

よし  かわ

の    さか

こ    さか

なかばやし

昼の部

（20回） 

毎週火・木曜日

10：00～12：00

5月10日（火）開講

夜の部

（20回）

毎週水・金曜日

19：00～21：00

5月4日（水）開講市の
すがた

※（　）内は前月比、前年比

3月1日現在

 人口    94,537人（－　59、－347人）

男　　  45,797人（－137、 －259人）

女　　  48,740人（－　22、 －188人）

 世帯数  29,626戸（－1 9、 ＋140戸） 

 み しま  きよ こ

かわ ぐち  のぶ お

あら き  とし ひこ

まき だ  

たか お  さつ りょう

 こ ばやし  のぶ ゆき

まつ むら  やす こ

 た ばた 

おさ だ 

ほり かわ  あさ い

あお やぎ 

なお え  み よ こ

とみ やま  ひろ こ

はやし  せい いち

ささ き  ひさし

たか はし    こ

ささ もと  ため じ ろう

やま もと  ゆき こ

 す やま    こ

さわ だ  ひろし

 え がわ  やす こ

はし もと  あい こ

あん きゅう  のぶ お

おお しま  かず み

つね ひろ    こ

たつ かわ  おさむ

よね むら  まさ お

くさ かべ  まさ かつ

かわ もと

やま ざき  かず ひこ

わた なべ  あき みつ

こん どう  とよ し

あら かわ

きた ばた  き よ こ

さい とう  つね こ

 はやし　 とし え

もりした  さだ こ

ひさ だ  とし お

にし た  みのる

きた で  よ へい

いた くら  かなめ

おお にし  あきら

まる た

 き うち  さぶ ろう

 こ どう  てる こ

だい ごん  よし こ

よし み  かず こ

 た なか  とおる

 で ぐち  かず お

すぎ もと  じゅう ざ え もん

 よし だ  さだ お

たけ うち

ひら いけ

いし ざき  ぜん いち

やま もと  ひさ もり

にし で  けん じ

やま した  かん じ

はし もと  さぶ ろう

こ
ち
ら
は
有
料
広
告
欄
で
す

▲

みんなの掲示板
The bulletin board of all市民の活動を応援するコーナーです。

こ
ち
ら
は
有
料
広
告
欄
で
す

▲



編 集 後 記

▼
今
回
の
異
動
で
広
報
紙
担
当

が
２
人
か
ら
３
人
に
。自
身
も
３

年
目
を
迎
え
、増
員
に
あ
ぐ
ら
を

か
く
こ
と
な
く
、よ
り
充
実
し
た

広
報
活
動
が
で
き
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。皆
さ
ん
今
年
度
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
４
月
は
出
会
い
の
季
節
―
過

去
に
こ
だ
わ
ら
ず「
今
を
生
き
る
」、

「
未
来
に
生
き
る
」を
モ
ッ
ト
ー

に
新
し
い
出
会
い
を
求
め
て
坂

井
市
中
を
飛
び
回
り
た
い
…
▼

新
米
広
報
担
当
者
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

▼
私
が
初
め
て
広
報
の
カ
メ
ラ

を
持
っ
た
と
き
、ま
だ
小
学
生
だ
っ

た
娘
。私
の
出
掛
け
る
姿
ば
か
り

見
て
き
た
彼
女
も
、こ
の
春
か
ら

大
学
へ
。地
域
づ
く
り
を
学
ぶ
道

を
選
ん
だ
彼
女
を
、精
一
杯
応
援

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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vol. 60

「ふれんず」は坂井チャンネルでもご覧いただけます！
今回の内容は、4／15（金）～5／14（土）まで放送します。

お楽しみに！　　秘書広報課 50-3012問

ボールを打つ瞬間は真剣なまなざしに。きりっとした表情が、強い気持ちと努力を物語るボールを打つ瞬間は真剣なまなざしに。きりっとした表情が、強い気持ちと努力を物語るボールを打つ瞬間は真剣なまなざしに。きりっとした表情が、強い気持ちと努力を物語る

楽
し
さ
と
汗
を
に
じ
ま
せ

は
つ
ら
つ
と
プ
レ
ー

快
音
を
響
か
せ
な
が
ら
、

ボ
ー
ル
が
行
き
来

す
る
。
コ
ー
ト
内

に
は
元
気
の
い
い
声
と
笑
顔
が

満
ち
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
楽
し

さ
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く

る
。
そ
れ
が
「
丸
岡
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」
だ
。

　
同
団
は
平
成
９
年
に
設
立
。

60
人
と
多
く
の
団
員
を
抱
え
る

が
、
仮
設
ネ
ッ
ト
を
立
て
る
な

ど
練
習
を
工
夫
し
、
全
員
が
ボ
ー

ル
に
存
分
に
触
れ
て
い
る
。
雰

囲
気
も
よ
く
、
指
導
者
の
蔵
中

秀
信
さ
ん
は
「
中
学
生
か
ら
社

会
人
ま
で
、
卒
団
生
が
今
も
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
を
続
け
、
教
え
に

も
来
て
い
る
。
と
て
も
い
い
流

れ
」
と
、
同
団
の
連
帯
感
を
高

く
評
価
す
る
。

　
同
団
に
は
全
国
大
会
出
場
者

な
ど
、
レ
ベ
ル
の
高
い
メ
ン
バ
ー

が
多
く
そ
ろ
う
。
質
の
高
い
プ

レ
ー
が
他
の
よ
い
刺
激
と
な
り
、

ど
の
子
も
「
一
番
を
目
指
す
」

「
全
国
大
会
出
場
」
な
ど
、
高

い
目
標
を
設
定
。
そ
れ
が
、
自

主
性
と
技
術
の
さ
ら
な
る
向
上

に
も
繋
が
っ
て
い
る
。

　
ペ
ア
を
組
む
高
桑
千
聖
さ
ん

(

平
章
小
５
年)

と
北
川
暖
さ
ん(
長

畝
小
５
年)

は
「
試
合
中
に
お

互
い
励
ま
し
あ
う
こ
と
で
勇
気

付
け
ら
れ
、
気
持
ち
を
前
面
に

出
し
て
プ
レ
ー
で
き
る
」
と
、

試
合
の
魅
力
を
話
す
。

　
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
も
、

め
り
は
り
の
利
い
た
練
習
と
、

時
に
真
剣
な
表
情
。
人
の
数
だ

け
の
努
力
と
笑
顔
が
交
差
す
る
、

魅
力
に
溢
れ
た
グ
ル
ー
プ
だ
。

く
ら  

な
か

ひ
で 

の
ぶ

た
か 

く
わ   

ち   

さ
と

き
た 

が
わ 

の
ん

つじひろ        み   お
メンバー　60人

代　　表　蔵中　秀信さん
　　　　　（丸岡町下富田）
コメント　

「ソフトテニスは運動能力が高くなく

ても楽しめる競技で、大会にも多くの

選手が出場できます。１年生から６年

生まで楽しく練習しているので、ボー

ルと遊びたい子は見学に来てください。

練習は火・木・土曜日に丸岡運動公園です。」

丸岡ソフトテニススポーツ少年団

つじひろ        み   お

頑張れ、東北。

なぜこんなことに。

どうか　希望を捨てないで
どうか　誇りを忘れないで
どうか　前を向いて
どうか　明日を信じて

頑張れ、東北。


